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ウ
チ

い
で
滞
に
仕
へ
た
。

ウ
ヂ
イ
へ
ナ
ガ
ヨ
シ
氏
家
長
吉

迎
抑
制
久
兵
衛
。

内
問
閥
均
の
こ
子
。
大
坂
各
帥
に
級
三
刊
八
十
石
で
従

軍
L
、
町
ロ
に
給
功
が
あ
旬
、
後
八
引
討
に
憎
し
た
。

寛
永
十
五
年
夜
、
子
孫
培
五
郎
に
主
っ
て
、
株
三
の

一
巾
早
川
L
h
a断
絶
し
た
。

ウ
ヂ
イ
へ
モ
リ
ウ
ヂ
氏
家
盛
氏

沼
抑
制
銭
之
助
・

三
郎
左
衛
門
・
内
以
助
。
自
永
六
年
別
刷
父
伊
兵
衡
の

後
を
受
け
て
四
一向
一
七
を
領
し
、
袋
小
将
・
附
子
附
御

側
小
綿
・
御
使
世
相
に

Mm任
L
、
H
T
保
十
年

η
…1
十
石

を
加
へ

、
元
文
三
年
十
二
月

H
入
日
三
十
九
政
を
以

て
裂
し
た
。
子
川
五
郎
幼
少
で
隊
一一一の

一
を
制
ぎ
、

冗
保
=
一
年
早
川
し
て
抱
以
L
た。

ウ
チ
ウ
ラ
内
浦

能
殺
の
双
方
一
惜
の
お
岸
地

方
を
指
す
総

m。

ウ
チ
ウ
ラ

内
濁

世間
。

臥
中
一郡
南
北
郷
に
印
刷
す
る
部

ウ
チ
カ
ケ
キ
ゾ
メ

橋
脚抽
活
初

K
M七
厳
に
怒

し
た
時
、
初
め
て
補
附
酬
を
お
け
る
副
伎
を
い
ふ
o

こ

の
際
衣
服
の
川刊
紙
を
隠
し
紡
を
用
ひ
る
が
般
に
、
縦

訴
し
と
も
い
う
た
。

ウ
チ
カ
生
シ
ン
ボ

内

方

新
保

有
川
胤
山
口
郷

に
臨
す
る
邸
孫
。

ウ
チ
カ
ハ
内
川

石
川
捕
に
在
る
o
綜
を
三
輪

山
に
波
L
、
東
市
か
ら
来
る
一
俣
枕
を
倒
せ
、
鶴
谷

を
綬
て
北
統
し
、
立
に
主
旬
、
兜
山・
品川
令
市
の
闘
を

辺
過
し
、
山
川
の
市
に
て
平
仰
川
を
合
は
せ
、
末
に

主
っ
て
凶
川
に
入
る
。
統
程
二

O
粁。

ウ
チ
カ
ハ
エ
ン
メ
イ
シ

内
川
淵
名
誌

一
加。

畑
山
中
日
不
詐
。
石
川
川
内
川
の
上
抗
か
ら
阿
川
に
合
疏

す
る
ま
で
の
捌
の
名
を
促
し
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
チ
ク
ビ
打
首

↓

ハ
ネ
グ
ピ

例
首
。

ウ
チ
コ
シ
打
謡

江
沼
部
能
安
時
国
に
臨
す
る
記

1帯。
ウ
チ
コ
シ

稿
。

打
越

能
楽
榔
桜
探
郷
に
路
す
る
部

打
越

関
奈
川
三
引
郷
に
臨
す
る
部

ウ
チ
コ
、γ

町
問
。ウ

チ

コ

シ

打
越
鳳
芸
部
谷
内
の
内
の
小
手
。

ウ

チ

コ

シ

打
越
珠
洲
榔
駒
渡
の
内
の
小
字
。

ウ
チ
サ
ヲ
ジ
プ
ギ
ヨ
ウ
内
作
事
奉
行

金
部
域

内
の
同
副
総
の
郁
を
挙
る
臨
o
寛
文
中
不
破
七
兵
衛
・

前
川
棚
兵
街
が
之
に
任
じ
、
延
資
五
年
服
部
奥
右
衛

門・
前
彼
久
兵
衛
・利
多
出
入
郎
兵
衛
・刷
州
藤
左
太
郎
・

鈴
木

χ
共
街
渡
訟
耐
共
衡
が
命
ぜ
ら
れ
、
雨
後
相

個
嗣
い
だ
が
、
安
永
四
年
八
且
に
之
を
隠
し
た
。
然
る

に
八
年
四
月
笈
川
似
太
兵
衛
・間
入
且
邸
山
武
兵
衛

が
復
之
に
任
じ
、
氏
以
撒
く
増
し
て
前
の
如
く
六
人

と
な
っ
た
0

・文
化
元
年
十

一
且
省
略
に
つ
き
之
を
雌

L
、
そ
の
堺
筋
は
御
作

m務
行
か
ら
知
的
L
、
七
年

一
品
ぴ
金
谷
佐
太
夫
・
加
山
制
屋
間
山
拙
・
角
地
孫
兵
衛
・井

上
初
左
衛
門
・
熊
谷
少
九
郎
中
村
武
左
衛
門
・闘
菊

左
衛
門
が
之
に
任
じ
た
。
是
よ
h
先
文
化
五
年
五
且

か
ら
七
年
十
二
且
ま
で
御
這
岱
方
内
作
政
奉
行
が
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
金
抑
制
蝋
火
災
後
の
建
築
を
掌
る
臨

時
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ウ
チ
ソ
ウ
ガ
マ
へ

内
惣
構

金
神
域
外
金
谷
門

法
か
ら
金
谷
出
丸
を
巡
内
、
不
附
門
前
を
経
て
近
江

川
・新
川
の
後
を
総
旬
、
母
衣
町
か
ら
浅
野
川
へ
統

泊
す
る
も
の
と
、
別
に
束
は
奥
村
氏
の
第
後
よ
灯
時
時

内
初
め
、
味
噌
桜
町
か
ら
柏
木
鵠
へ
疏
泌
L
、
母
衣

町
に
主
句
浅
野
川
へ
渇
ず
る
刷
酬
を
呼
び
、
際
長
四
年

の
川
崎
間
で
あ
る
。
金
谷
出
丸
の
外
姐
は、

も
と
縮
刷

に
な
っ
て
ゐ
た
が
、
明
治
入
年
尼
山
神
枇
の
紳
門
這

滋
の
時
土
陪
を
刷
出
し
、
惣
拙
を
悉
〈
卸
め
た
民
、
今

は
拍
ど
情
由
形
を
見
ぬ
。

ウ
チ
主
力
マ
ツ
内
高
松

河
北
郡
金
・
律
庄
に
関

す
る
部
哲
問
。
こ
の
地
能
登
に
入
る
嬰
山
町
に
出荷旬
、
古

来
職
事
の
替
と
な
っ
た
こ
と
が
多
い
。

ウ
チ
h
F
カ
マ
ツ
ガ
長
内
一一
日
間
松
潟
河
北
部
内
高

松
に
も
と
潟
が
あ
っ
た
o
'延
貨
の
密
上
に
、
内
高
松

の
潟
に
住
む
銀
・鮒
三
寸
許
以
上
の
も
の
は
片
限
で

あ
る
と
い
ひ
、
賀
路
の
調
書
に
は
、
内
部
松
の
不
測

は
年
々
飛
砂
に
よ
っ
て
凹
ま
内
、
浅
所
に
は
総
及
び

長
官
川
を
生
ず
る
と
し
、
文
化
の
剥
怠
に
は
、
内
高
松

の
不
測
長
百
七
十
三
間
幅
百
十
五
開
設
と
あ
る
。
不

測
は
古
舗
の
ふ
け
と
同
じ
い
。

ウ
チ
ダ
マ
ゴ
サ
プ
ロ
ウ

内
田
孫
三
郎

↓
ヲ
カ

モ
ト
ウ
ダ
ユ
ウ
岡
本
右
太
夫
。

ウ
チ
ダ
マ
ザ
カ
ゼ

内
田
政
風

石
川
腕
混
初
の

際
令
で
あ
る
。
鹿
児
島
滞
嶋
律
家
の
臣
内
問
仲
磁
政

協
の
二
男
で
、
文
化
十
二
年
十
二
且
二
日
に
生
ま
れ
、

兄
仲
左
衛
門
政
徳
の
猪
子
と
し
て
家
精
を
盟
主
宮
、
後

江
戸
留
守
居
添
役
を
勤
め
た
。
文
久
三
年
嶋
津
久
光

に
従
っ
て
上
京
し
、
六
且
九
日
物
奉
行
大
阪
結
金
方

と
な
旬、

同
且
汁
六
日
京
都
留
守
民
役
に
判
じ
、
間出

踏
元
年
五
且
十

一
日
側
役
梢
留
守
民
勤
勝
手
債
を
命

ぜ
ら
れ
、
六
且
什
入
日
勝
手
僚
側
用
人
に
刺
じ
た
。

明
治
二
年
三
且
七
日
彦
政
を
命
ぜ
ら
れ
て
公
判
同
人
と

な
白
、
三
年
三
且

H
七
日
少
排
に
任
ぜ
ら
れ
、
従一出

位
に
叙
L
、
入
且
十
近
日
金
制
伸
廓
大
挙
車
、
十

一
且

H
日
金
制
押
鯨
益
事
、
五
年
入
且
廿
七
日
石
川
勝
徳
令

に
任
ぜ
ら
れ
、
六
年
十
二
且
日
二
日
石
川
際
令
に
昇

進
L
、
八
年
一
=
且
三
十
一

日
依
願
石
川
際
令
を
犯
ぜ

ら
れ
た
。

九
年
三
且
政
風
嶋
津
久
光
に
随
行
し
て
郷

里
に
邸
内
、
七
且
十
五
日
的
知
忠
義
の
家
令
官
命
ぜ

b
れ
て
在
京
九
之
ヰ
に
及
ん
だ
が
、
十
七
年
四
居
辞

職
し
、
後
東
京
第
十
五
凶
立
欝
族
銀
行
併
話
役
に
従

事
す
る
こ
と
敏
年
で
あ
っ
た
。
致
風
の
人
と
鋸
h
は

』
，" 

七
四

軒
以
直
に
し
て
弱
気
あ
旬、

ま
た
文
尽
に
芯
厚
〈
、
武

技
を
も
衆
ね
て
庇
た
。

ウ
チ
ヅ
カ
ヒ
ヨ
リ
キ

内
仕
奥
力

中
抑
制
附
奥
力

に
し
て
、
平
生
滞
用
を
勤
め
る
こ
と
な
〈
、
そ
の
古
川

親
の
家
康
に
従
ふ
者
を
い
ふ
o

d

ウ
チ
テ
ダ
イ

内
手
代

i
テ
〆
イ
手
代
。

ウ
チ
ハ
シ
テ
ィ

内
橋
一事

金
制
附
余
六
川
内
に
在

っ
た
四
本
の
一
つ

E
、
苛
は
山
地
池
山
内
制
婦
の
附
丸
に
建

て
ら
れ
で
ゐ
た
が
、
明
治
以
後
倍
ヶ
池
西
伊
丹
水
中

に
移
し
た
。

ウ
チ
ヒ
ス
ミ
内
目
角

河
北
川
金
泳
庄
に
図
す

る
郎
孫
。

ウ
チ
ポ
内
保

悶
奈
川
締
比
庄
に
邸
す
る
部
古
川
。

惣
持
寺
山
臨
永
和
四
年
四
且

H
七
日
沙
揃
芝
盟
申
市
出
紋

に、

『
能
R
E
M
問
櫛
比
庇
う
ち
ほ
む
ら
の
中
ほ
h
こ
し

云
々
』
と
あ
る
も
の
で
、制
限
は
今
犯
立
の
邸
前
で
あ

る
が
、
結
時
内
保
の
一
郎
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

ウ
チ
ヤ

内
屋
邸
主
制
三
引
郷
に
臨
す
る

mwm。

ウ
チ
ヤ
マ

内
山

珠
洲
榔
若
山
庄
に
印
刷
す
る
部

族。
村
名
問
来
相
官
に、

『
此
村
往
還
泊
よ
内
山
之
谷
内

に
有
之
村
に
付
、
内
山
村
と
削
巾
問
巾
併
候
。
』
と
あ

帽。。ウ
チ
ヤ
マ
カ
ヲ
ジ
ユ
ン

内
山
毘
順
新
資
誕
の

季
子
で
、
内
山
m
M
仲
に
誌
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
初

め
二
百
石
を
領
し
、
天
明
元
年
抗
十
石
、
二
年

X
一泊

十
石
を
加
へ
、
=
一
年
引
用
寂
し
た
。
先
制
部
は
経
務
、

鋭
は
磁
捕
。
貧
困
問
八
年
五
且
草
木
紳
縦
四
容
を
話
し

た。
ウ
チ
ヤ
マ
カ
タ
チ
ユ
ウ

内
山
間町
仲

初
名
処
断
。

最
も
水
準
の

mに
制
L
〈
、
血
相
宜
畿
の
向
別
で
あ
っ

た
o
初
め
父
三
泊
の
俸
十
人
扶
持
を
裂
い
だ
が
、
U
子

保
十
九
年
円
相
府
が
宣
義
の
際
物
類
窃
を
補
修
せ
ん
と

し
た
時
に
、
能
二
百
石
を
詰
問
し
て
そ
の
業
を
助
け
‘


